
 

 

６年生   実践事例    

「わたしたちの生活と政治」（2） 

 

指導目標 ◎国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反映していること。政治は国民生

活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることが分かるとともに、政治

の働きと国民生活とのかかわりを考えようとする。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

自分たちの普段の生活との関わりが理解しやすい叡山電鉄の踏切工事や四条通の歩

道拡幅工事を題材とすることで、市の進めるまちづくりや事業と自分たちの生活との

関わりを、深く理解することができる。 

対象学年 ６年生   

対応教科 社会科 

標準校時 ２８コマ   

学習構成  

１．叡山電鉄岩倉駅前の踏切の様子の変化から学習問題を考える 

２．１億円もかかる踏切工事はだれがどのようにして行ったのだろう 

３．なぜ 29億円ものお金を使って四条通の工事を行ったのだろう 

・叡山電鉄岩倉駅前の以前の写真と現在の写真を比べ、踏切の変化に気づ

く。 

・地域の暮らしや安全を求める市民からの要望を聞き、その必要性を市役

所が調べ、市議会で判断して、国民から集めた税金を使い、踏切工事が

進められたことを知る。 

・四条通周辺の通りの写真から、歩道拡幅工事は、歩く人中心の京都らし

いまちづくりを進めるための事業の一つとして行われたことを知る。 

４．市が進めているまちづくりはよりよい方向なのだろうか 

・市は、市民の願いを取り入れながら、市民と一体となって、人が主役の

魅力あるまちづくりを進めており、そのようなまちづくりは、市民の生

活が良くなることにもつながることに気づく。 

・自分たちも市民の一員として、協力できることをすすんでやっていきた

いと考える。 
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【学習指導案】 

 

 



 

 

 



 

 

 

  



 

 

【単元構想】 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

  



 

 

【板書計画】 

 

 
 

 
 

 

 




